
エッセイ 千字文

 1   	

月刊

1月号目次

二
〇
一
三
年
一
二
月
、官
民
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
実
っ

て
、「
和
食
̶
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
が
、
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

続
い
て
、
二
〇
一
五
年
、
政
府
は
食
文
化
を
テ
ー
マ
に

し
た
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
に
日
本
館
を
出
展
。
美
濃
吉

も
業
界
を
代
表
し
て
懐
石
料
理
店
を
出
店
し
た
が
、
博

覧
会
は
、
約
二
三
〇
〇
万
人
の
来
場
者
を
記
録
し
て
成せ

い

功こ
う

裡り

に
閉
幕
し
た
。
日
本
館
の
テ
ー
マ
は
「H

arm
onious 

D
iversity

̶
共
存
す
る
多
様
性
」。
栄
養
学
的
に
も
優
れ

た
和
食
を
人
類
の
「
未
来
食
」
と
位
置
づ
け
、
飢
餓
と
飽

食
が
並
立
す
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
食
糧
危
機
、
気
候
変

動
な
ど
課
題
の
克
服
に
、
先
端
技
術
と
と
も
に
日
本
の
食

文
化
が
役
立
つ
と
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

和
食
の
人
気
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
二
〇
一
九

年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
日
本
料
理
店
の
数
は
、
実

に
一
五
万
六
〇
〇
〇
店
と
な
り
、
世
界
遺
産
の
登
録
か
ら

わ
ず
か
六
年
間
で
約
二・八
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
わ
け

て
も
、
食
生
活
の
西
洋
化
志
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

こ
の
相
反
す
る
ト
レ
ン
ド
を
前
に
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

和
食
の
立
ち
位
置
は
難
し
く
な
る
ば
か
り
な
の
だ
。

昨
今
、洋
風
の
飲
食
店
が
増
え
て
日
本
料
理
店
は
苦
戦

し
て
い
る
。例
外
は
、正
月
用
の「
お
せ
ち
料
理
」
の
予
約
販

売
が
好
調
な
こ
と
。年
頭
の
ハ
レ
の
日
、正
月
く
ら
い
は
伝
統

的
な
日
本
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
た
い
と
い
う
市
民
の
願
い
で

あ
ろ
う
。誠
に
あ
り
が
た
い
が
、喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
日
本
の
食
文
化
の
成
立
背
景
に
は
、
人
の

一
生
と
地
域
の
習
俗
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
人
生
の
通

過
儀
礼
や
季
節
の
伝
統
行
事
な
ど
が
相あ

い

俟ま

っ
て
、
冠
婚
葬

祭
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
料
理
が
提
供
さ
れ
て
き

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
昆
布
や
鰹
節
の
出だ

汁し

、
味

噌
や
醬

し
ょ
う

油ゆ

な
ど
発
酵
食
品
の
活
用
な
ど
、
食
材
を
生
か
す

巧
み
な
ワ
ザ
が
あ
る
。
加
え
て
、
器
や
も
り
つ
け
、
室
内

外
の
し
つ
ら
い
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
な
ど
が
花
を

添
え
、料
理
を
よ
り
深
み
の
あ
る
も
の
に
仕
立
て
た
の
だ
っ

た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
食
文
化
は
生
活
の
知
恵
の

集
大
成
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

昨
年
来
の
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人
類
に
新
た

な
問
題
を
提
起
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
、
危
機
的
状

況
に
あ
る
和
食
業
界
の
関
係
者
は
、
如
何
に
し
て
食
文
化

を
守
る
か
、
と
い
う
命
題
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。SD

G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
目
標
達
成
に
向

け
て
、
関
係
業
界
は
も
と
よ
り
、
私
も
微
力
を
尽
く
す
覚

悟
だ
が
、
学
術
研
究
者
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え

を
、
伏
し
て
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

世
界
に
誇
る

日
本
の
食
文
化

佐さ

竹た
け 

力り
き

總ふ
さ

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
6
年
京
都
府
生
ま
れ
。
1
9
7
0
年
株
式

会
社
美
濃
吉
に
入
社
。
現
在
、
同
社
代
表
取
締

役
社
長
。
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

に
際
し
、
そ
の
準
備
に
当
た
る
検
討
委
員
に
加
わ

る
な
ど
、
日
本
食
文
化
の
普
及
と
発
展
に
尽
力
す

る
。
2
0
1
3
年
藍
綬
褒
章
受
章
。
お
も
な
著
書
に

『
三
百
年
企
業
美
濃
吉
と
京
都
商
法
の
教
え
』（
商

業
界
）、『
川
魚
料
理
三
〇
〇
年
―
京
料
理
控
え
―

M
I
N
O
K
I
C
H
I
』（
世
界
文
化
社
）
な
ど
。
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